
２９．解剖学 1 藤原恭子 
口腔がんの発生・悪性化のメカニズムについて：がん細胞では、細胞周期、代謝、ストレス

応答といった様々な細胞機能に関わる遺伝子に変異がみられます。現在、効果的な治療法や

予防法の開発を目的として、それらの変異がどのようにしてがんの発生や悪性化を促進す

るのか、精力的に研究が進められています。本課題の前半では、腫瘍学の基礎および口腔が

んの発生メカニズムや治療方法に関する最新の知見について文献を通して学習します。さ

らに後半では、腫瘍データベースを用いた解析により、口腔がんの発生において重要な遺伝

子変異や予後を左右する変異を見出す方法を学びます。 
 
３０．解剖学 1  大橋昌子 
生体内のセロトニンについて学ぶ：セロトニンはトリプトファンから生合成される生理活

性アミンです。生体内におけるセロトニンの役割は組織において様々です。本課題では，セ

ロトニンの基本的な知識を学んだ後，中枢神経組織，および末梢組織におけるセロトニンの

役割について文献を通して学習し，理解を深めます。 
 
３１．解剖学 2 磯川桂太郎 
⿂類の⻭の形態を探る：⿂類頭部の CT データを使い「形態をみて 考える・⽰して表現す

るサイエンス」を各自で行う。InVesalius (https://invesalius.github.io/)などの DICOM 
viewer を⾃前 PC で動かせることが受講要件で，毎回の授業は Zoom と InVesalius 等を駆

使してオンラインで進める。」 
 
３２．解剖学 2 湯口眞紀 
硬組織の非破壊的観察：組織の構造や分布を立体的に理解することはその組織の機能を知

るうえで重要です。本課題では、歯の微細形態や植立状態、歯の発生についての理解を深め

ることを目的として、硬組織の非破壊的に観察する方法と解析法について学びます。 
 
３３．法医学 近藤真啓 
Personal Identification ― 個人の証明：身元不明死体が発見されると、指紋や歯、DNA な

どの情報を利用して身元確認を行います。一方、私たちは日常の様々な場面で運転免許証の

提示やパスワードの入力、指紋認証など、個人の証明を要求されます。個人を識別する方法

とその手順について、一緒に考えてみましょう。 
 
３４．法医学 堤 博文 
DNA 解析による個人識別：だれでも持っている DNA は，人の顔がみんな違うようにその

配列も人によって少しずつ異なっている。この違いから災害時における身元不明の個人識

別に有用である。そこで現在行なわれている DNA 型よる個人識別の手法について、教科書、

文献をとおしてその内容をまとめる。 




